
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
川
柳
（
愚
痴
言
え
る

家
の
マ
マ
よ
り

店
の
マ
マ
）
（
定
年
後

帰
宅
時
間
を

妻
に
聞
く)

 

（
仕
事
中

取
ら
な
い
電
話

取
る
携
帯
）
（｢

何
食
べ
た
い
？｣

聞
く
な
作
っ
た

こ
と
が
な
い
）

し
た
。
連
合
の
掲
げ
る
働

く
こ
と
を
軸
と
す
る
安
心

社
会
は
、
社
会
保
障
が

し
っ
か
り
し
て
い
る
こ
と

を
前
提
と
し
て
い
る
も
の

で
あ
り
、
応
援
す
べ
き
は

応
援
し
て
い
き
た
い｣

と

述
べ
た
。
ま
た
、

12

春

季
生
活
闘
争
に
対
し
て
は

｢

県
内
的
に
は
こ
れ
か
ら

交
渉
を
積
み
上
げ
て
い
く

と
こ
ろ
が
多
く
あ
る
。
昨
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柏
崎
市
産
業
文
化
会
館

で
３
．

31
中
小
総
決
起

集
会
が

14
時
か
ら
行
わ

れ
た
。

主
催
者
を
代
表
し
て
齋

藤
連
合
新
潟
会
長
は
、
社

会
保
障
と
税
の
一
体
改
革

に
触
れ｢

マ
ス
コ
ミ
で
は

消
費
増
税
の
み
を
報
道
し

て
い
る
が
、
前
原
政
調
会

長
と
懇
談
の
お
り
民
主
党

の
考
え
方
の
発
信
を
要
請

賃上げ･一時金情報、活動予定･紹介･報告、地域よもやま情報、連合中越のホームページは http://tyuuetu.net/     連合中越のメールアドレスは rengo.c@topaz.ocn.ne.jp

力
を
尽
く
し
、｢

働
く
こ

と
を
軸
と
す
る
安
心
社

会
」
に
つ
な
げ
よ
う
』

『
運
動
へ
の
「
参
加
」
と

組
織
の
「
拡
大
」
を
す
す

め
よ
う
』
と
の
ス
ロ
ー
ガ

ン
に
基
づ
く
運
動
を
推
進

す
る
た
め
、
連
合
新
潟
の

組
織
体
制
・
役
員
体
制
・

地
協
運
動
・
財
政
確
立
に

つ
い
て
一
体
的
に
検
討

し
、
執
行
委
員
会
に
答
申

す
る
も
の
で
あ
る
。

齋
藤
会
長
か
ら
は
、
過

去
２
次
に
わ
た
る
組
織
財

政
確
立
検
討
委
員
会
に
触

れ
、
組
織
拡
大
、
事
務
局

充
実
な
ど
先
を
見
据
え
た

検
討
が
要
請
さ
れ
た
。

委
員
会
で
は
、
検
討
委

員
会
メ
ン
バ
ー

18
名
の

確
認
と
課
題
、
委
員
会
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
を
確
認
し

た
。
ま
た
、
次
回
に
向
け

資
料
の
追
加
等
が
求
め
ら

れ
た
。
次
回
以
降
、
限
ら

れ
た
財
政
の
中
で
連
合
運

動
の
量
、
質
を
落
と
さ
ず

と
い
う
基
本
的
な
考
え
方

の
も
と
財
政
課
題
か
ら
検

討
が
始
ま
る
。

委
員
会
で
は
、
第
２
回

地
協
代
表
者
会
議
等
の
事

務
局
報
告
を
確
認
し
た
。

続
い
て
協
議
事
項
で
は
、

12
春
季
生
活
闘
争
当
面

の
取
り
組
み
や
役
員
交
代

等
を
決
定
し
た
。
ま
た
、

第

83

回
メ
ー
デ
ー
、
組

織
財
政
確
立
検
討
委
員
会

に
つ
い
て
や｢

希
望
と
安

心
の
社
会
づ
く
り
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン｣

の
地
協
街
宣
等

を
確
認
し
た
。

連
合
新
潟
組
織
財
政
確

立
検
討
委
員
会
が
、
３
月

28
日(

水)

開
か
れ
た
。

こ
れ
は
、
連
合
新
潟
第

49
回
地
方
委
員
会
で
設

置
が
決
定
し
、
連
合
新
潟

第

21
回
定
期
大
会
で
掲

げ
た
『
復
興
・
再
生
に
全

集
会
で
は
自
治
労
・
全

国
一
般
、
全
自
交
、
Ｊ
Ａ

Ｍ
の
３
組
合
か
ら
決
意
表

明
が
さ
れ
、
ア
ピ
ー
ル
を

全
体
で
確
認
し
た
。
ま

た
、
集
会
後
は
、
柏
崎
市

内
を
デ
モ
行
進
し
市
民
に

ア
ピ
ー
ル
し
た
。

開
催
さ
れ
た
。

齋
藤
会
長
か
ら
は｢

春

闘
要
求
に
つ
い
て
定
昇
な

ど
の
制
度
実
施
と
復
元

１
％
以
上
の
要
求
を
基
に

取
り
組
ま
れ
て
い
る
。

26

日

に

は

長

岡

駅

前

で
、

31
日
は
柏
崎
市
内

で
中
小
総
決
起
集
会
を
開

く
予
定
だ
が
、
県
下
各
地

で
取
り
組
む
必
要
性
を
感

じ
た｣

等
の
挨
拶
が
あ
っ

た
。

企
業
が
必
要
だ
と
強
調
し

た
。
最
後
は｢

要
求
の
無

い
と
こ
ろ
で
は
回
答
は
生

ま
れ
な
い
。
我
々
の
闘
い

の
結
果
が
、
地
場
に
影
響

を
与
え
る
。
地
域
の
底
支

え
・
底
上
げ
を
図
ろ
う
」

と
呼
び
か
け
た
。

連
合
新
潟
拡
大
闘
争
委

員
会
（
第
５
回
執
行
委
員

会
）
が
、
３
月
28
日
に

年
は
、
東
日
本
大
震
災
で

交
渉
を
打
ち
切
っ
た
と
こ

ろ
が
あ
っ
た
。
今
年
は
、

デ
フ
レ
・
円
高
・
産
業
空

洞
化
で
企
業
は
厳
し
い
か

ら
我
慢
す
る
政
策
を
我
々

は
と
る
必
要
は
な
い
。
賃

上
げ
で
消
費
拡
大
・
デ
フ

レ
脱
却
を
す
る
必
要
が
あ

る
。

97
年
に
比
べ
５
％

目
減
り
し
て
い
る
。
定
期

昇
給
維
持
分
と
復
元
分

１
％
の
適
正
配
分
を
求
め

た
い｣

と
提
起
し
た
。
さ

ら
に
、
２
０
１
３
年
問
題

に
も
関
連
、｢

65
歳
ま
で

働
き
続
け
ら
れ
る
環
境
づ

く
り
を
訴
え
、
経
営
側
の

コ
ス
ト
削
減
の
み
に
こ
だ

わ
っ
て
い
る
姿
勢
は
許
せ

な
い｣

と
述
べ
、｢

人
財｣

と
い
う
人
を
大
切
に
す
る
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12
春
季
生
活
闘
争
勝
中
小
・
地
場
総
決
起
集
会

が
、
３
月
31
日(

土)

14
時
か
ら
柏
崎
市
産
業
文
化

会
館
で
行
わ
れ
、
３
０
０
名
を
超
え
る
産
別
組
合
員

が
結
集
し
、
集
会
後
は
柏
崎
市
内
を
デ
モ
行
進
で
賃

金
引
上
げ
・
格
差
是
正
を
訴
え
た
。

  

柏崎市内で労働条件・格差是正とデフレ脱却を訴える

「
ご
飯
は
冷
た
い
方
が
美
味

で
、
健
康
に
も
良
い
！
」
と
い

う
説
を
紹
介
し
ま
す
▼
ご
飯
が

冷
め
る
段
階
で
、
で
ん
ぷ
ん
の

20

％
が
「
レ
ジ
ス
タ
ン
ト
ス

タ
ー
チ
・
難
消
化
性
で
ん
ぷ

ん
」
と
呼
ば
れ
る
成
分
に
変
わ

り
ま
す
。
温
か
い
ご
飯
に
は
な

く
、
冷
や
ご
飯
に
あ
る
健
康
成

分
と
し
て
、
最
近
注
目
さ
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
理
由
は
普
通
の

で
ん
ぷ
ん
と
違
っ
て
胃
で
消
化

さ
れ
に
く
い
た
め
、
小
腸
で
吸

収
さ
れ
ず
に
大
腸
ま
で
届
く
の

が
特
徴
で
す
。
腸
の
中
で
食
物

繊
維
の
よ
う
に
働
き
、
ダ
イ

エ
ッ
ト
効
果
が
得
ら
れ
、
私
た

ち
の
健
康
に
貢
献
し
て
く
れ
る

の
で
す
▼
ま
た
、
冷
や
ご
飯
は

温
か
い
ご
飯
と
比
べ
て
血
糖
値

が
上
り
に
く
く
、
イ
ン
ス
リ
ン

の
分
泌
を
お
さ
え
ま
す
。
イ
ン

ス
リ
ン
は
脂
肪
を
体
に
た
め
こ

む
ホ
ル
モ
ン
で
、
ダ
イ
エ
ッ
ト

の
大
敵
で
す
。
イ
ン
ス
リ
ン
の

働
き
も
穏
や
か
に
な
り
、
脂
肪

の
蓄
積
も
抑
え
ら
れ
る
の
で
一

石
二
鳥
で
す
▼
ま
た
温
か
い
ご

飯
は
、
で
ん
ぷ
ん
が
の
り
化
し

て
い
て
、
消
化
吸
収
が
早
い
こ

と
か
ら
、
空
腹
を
早
く
招
く
こ

と
に
な
り
、
つ
い
つ
い
間
食
を

し
て
し
ま
う
こ
と
に
も
な
り
か

ね
ま
せ
ん
▼
さ
ら
に
冷
や
ご
飯

は
硬
く
な
る
の
で
、
よ
く
噛
む

こ
と
に
な
り
ま
す
。
噛
む
こ
と

で
ご
飯
の
甘
味
が
口
の
中
に
広

が
り
、
ご
飯
本
来
の
味
を
味
わ

う
こ
と
が
で
き
、
美
味
し
く
食

べ
る
こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま

す
。
ぜ
ひ
、
試
し
て
み
て
く
だ

さ
い
。

副議長

羽賀 実≪№74≫

   東蔵王２

連
合
新
潟
第
５
回
執
行
委
員
会

12
春
季
生
活
闘
争
拡
大
闘
争
委
員
会
開
く

連
合
新
潟
・組
織
財
政

 
 

確
立
検
討
委
員
会
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サ
ラ
リ
ー
マ
ン
川
柳
（
誰
だ
っ
け 

名
刺
貰
っ
て 

思
い
出
す
）
（
怪
し
い
ぞ 

今
夜
の
夫 

良
く
し
ゃ
べ
る
）
（
今
に
み
ろ
！ 

そ
の
今
い
つ
か 

言
っ
て
み
ろ
！
）
（
新
人
は 

主
張
が
な
い
の
が 

自
己
主
張)
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連合小千谷支部だより

３月１４日（水）午後６時３０分よりサンラックお

ぢや３Fホールにて２０１２年春闘決起集会が開催さ

れました。来賓も含め、総勢１５０名以上の参加があ

りました。

最初に小林支部長より主催者代表の挨拶の後、川上

市議ならびに連合新潟齋藤会長より来賓挨拶をいただ

き、その後 各労組代表者から春闘に向けての決意表

明を行ないました。

続いて、スローガン提案、２０１２春季生活闘争集

会アピールと続き最後に小林

支部長の号令の下、全員で

「団結ガンバロー」を行い今

年度の厳しい春闘に向け最後

まで戦い抜く事を全員で誓い

合い閉会となりました。

連合十日町支部だより
３月２日（金）クロス１０中ホールにおいて、連合

十日町２０１２春季生活闘争総決起集会が開催されま

した。

はじめに、小谷野いく連合新潟副会長より「２０１

２春闘について」講演をいただき、その後各単組の春

闘状況の報告していただきました。各単組とも要求書

の提出をし、臨時職員の賃金アップなども要求項目に

上げています。また、職員の不足による過重労働の状

況などの報告もあり、さまざまな課題が浮き彫りにな

りました。

集会アピール（案）を提案し、最後まで団結して戦

い抜くことを宣言する団結ガンバローで集会を終了し

ました。

厳しい経済情勢ですが、労働条件の引き上げを勝ち

取るため、共に頑張りましょう。

  デモ行進について  集合・整列 8：30、デモ行進開始 8：40、大会会場入場完了 9：30

Ａ集団 明治公園（集団長：ＵＩゼンセン、副集団長：情報労連、救護班：ＵＩゼンセン）

    ＪＰ労組、情報労連、ＪＲ総連、電力総連、運輸労連、ＵＩゼンセン、私鉄総連、労済労連、交通労連、

         全労金、電機連合、直加盟組織、全国ガス、損保労連、その他

Ｂ集団 南町公園（集団長：自治労、副集団長：日教組(新教組)、救護班：自治労）

    自治労、ＪＡＭ新潟(南部)、日教組(新教組・高教組)、フード連合、国公総連、全水道、ヘルスケア労協、

         政労連、自動車総連、関信国税、ＪＲ連合、国交職組、各政党・団体、その他

Ｃ集団 チャレンジャー北長岡店様 駐車場

   （集団長：ＪＡＭ新潟、副集団長：基幹労連、救護班：ヘルスケア労協）

   ＪＡＭ新潟、ＪＥＣ連合、基幹労連、紙パ連合、その他

第８３回長岡地区メーデー

● 内 容

  9：45～ メーデー宣言朗読開始               11：30～地域貢献事業発表・目録贈呈

  9：50～主催者あいさつ                              11：35～プラカードコンクール審査発表

10：00～来賓挨拶・来賓紹介                     11：40～お楽しみ抽選会

  10：15～記念講演(講師・三遊亭白鳥 氏)  11：50～団結ガンバロウ三唱

● 開催日 ２０１２年５月１日（火）

● 会 場 シティーホールプラザ「アオーレ長岡」・アリーナ
三遊亭白鳥
さんゆうていはくちょう

 氏

 プロフィール
社団法人落語協会所属

 落語家 真打ち

1963年 新潟県上越市に生ま

れる。

三遊亭円丈に入門し2番目の弟

子になる。

2000年に真打ち昇進。独自の

創作落語で注目され今大変人

気のある若手真打ちである。

2005年には埼玉県彩の国芸術劇場落語部門で大賞を

受賞。小説から自然保護まで幅広く活動中。

都内の寄席でも若手ながらトリを努めている。

記念講演

演題「笑う門には福がくる」

お願い：★ハイヒールでの行進は禁止します

    ★ゴミは各自、お持ち帰りください   


